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螢雪寮は韮崎市名誉市民である大村智博士が幼少期から山梨大学を卒業 するまで過ごした生家です。主屋は明治初期につくられ、明治40

年頃に現代の規模となり、土蔵は大正 ５年頃に建てられました。地域を代表する養蚕農家の伝統を受け継ぐ建物としての価値が認められ、令

和２年４月 ３日に韮崎市では初めて国の登録有形文化財（建造物）に登録されました。

その後、大村智博士から大村家住宅が市に寄附されたことを受け、建築当時の状態を残しつつ、後世へ継承 ・保存していくため、文化庁の

助言を受け解体修理・復元を進め、令和 ３年４月から セミ ナー・ワークショップや地域の集いの場などで利用ができる施設としてオーブンし

ました。ノ ーベル生理学・医学賞を受徊するという郷土の偉人を生み出した 「螢雪寮」で、様々な学びや交流などの人材育成の場としでご活

用ください。

螢雪寮( 四)
大村博士が幼少期を過ごした当時を再現した囲炉裏のある板

間と畳の間 が懐 かしい 部屋です｡ 現在は美術 館主 催のワーク

ショップをはじめ、コンサート、読書会や各種趣味の教室や

発表会など、学びや交流の場として様々な用途でお使いい た

だけます。また、観覧時間中は土間から中を見学でき、柱の

傷で当時の兄弟の背比べの様子がうかがえます‥

木造平屋建、瓦葺、建築面積160.71 削

奥座敷（8 帖）、前座敷（8帖）、北中の間（8帖）、

南中の間（6 帖）、板の間（18 帖）・土間08.7 帖）外

【収容人数】約60 名

ミーティングルームぜんぼう （I こ蔵 １ 階 ）
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主屋東側に 隣接するカフェ 風のレトロモ ダンな部屋で す 備 え付け の椅子と テーブ

ルがござい ます。 キッチンが併設されており ますので、仲間との食事会などにも ご

利用い ただけます。絵画教室や料理教室などで好評です

土蔵造２階建、瓦葺、建築面積75.91 nj･　、 調理場有

【収 容人数】約25 名
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創新苑

お 試 し ハ ウ ス 叶 蔵 ２ 階 ）

県外 から韮崎市に移住を検討している方が、移住前にま

ちの 様子を知る 杞め 、一定期間、地域の環境や雰囲気を

感 じ体験し。韮崎 市での生活をお試し できる施設 です。

家財は 寝具以外 すべ て揃っております｡

・創新門
螢雪寮周辺の庭園を「創新苑」、庭園入口にある門を「創新門」とそれぞれ大村

博士が命名しました｡「創新」は「先人の生きてきた過去から本質を理解し未来

からの視点で創造する」という意味を持つ「復古創新」からきています。季節ご

とに表情を変える山景や小川の流れと草花が創り出す風光明媚な風景は五感に

響く自然風回遊式庭園です｡
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父 母 像

丿　 大 村 博 士 と 兄 弟 を 厳 し く も 温 か く 見 守 り
，

支 え た ご 両 親1.　

の 姿 を 表 し た 彫 刻 作 品 で す ． 大 村 家 の 思 い 出 が 詰 ま っ た

ｊ　 螢 雪 寮 で 活 動 す る 方 々 と 韮 崎 の ま ち を ２ 人 仲 よ く 寄 り 添

１　 い な が ら ， 優 し い 眼 差 し で 見 つ め て い ま す ，

ｉ　　　　　　　　　　　　　 作　 鷹 尾 俊 一 氏　 ブ ロ ン ズ 像
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。__.ｊ劉堤ｋ 二=-　 ．ＪＩに　　 大村智博士が幼少期に過ごしていた主屋（螢雪寮）や、周辺の庭園｛創新苑｝は観覧時間中は見学ができます。

二二･･1･、　　　　　・　　　　　　　　　　　主屋では当時使用していた貴重な資料の展示もありますので、ぜひご覧ください。声 ｀ “ ゛ ’・ り Ｌ
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【観覧料】無料　　　　　　　　　　　　　 【観覧 時間】

利用時間　９

利用料

螢雪寮は土間から内部を観覧頂け ます

※螢雪寮の利用中は観覧頂けない 場合がございま す

※苑内は禁煙・火気厳禁です。 また､ゴミや
ペットのフンなどはお持ち帰りをお願い

いたします。
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【休 苑 日 】

水曜日( 水曜日 が祝日 の場合は開苑、翌日休苑)、１月 １日

子どもから大人までの幅広い年代の研修や、セミナー・ワークショップ会場、展示会場、

仲間との集いの場としてご利用いただけます。

営利又 は宣伝を　

目 的としない �

区分 �４時間まで �４時間超過

�韮崎市民 �500 円 �1,000 円

�市民以外 �1,500 円 �3,000 円

※市内の小学校・中学校・高等学校の児童又は生徒が教育課程に基づく教育活動

として利用する場合などは免除

営利又は宣伝を

目的とする �

区分 �４時間まで �４時間超過

�韮崎市民 �1,500 円 �3,000 円

�市民以外 �4,500 円 �9,000 円

施設設備

プロ ジェ クター ※、 ス クリーン、 長机、 座敷 椅子、 座布団、 冷蔵 庫、食 器、

ホワ イトボ ード、ワ イ ヤレスマ イクス ピーカ ー、湯 沸かし ポッ ト、や かん、

電子 レンジ （ぜん ぽう）、冷 暖房完 備

※上記備品の使用は利用料金に含まれています。

※パソコンと接続するためのケーブルはお使いの機器によって異なりますので持参の　

ご協力をお願いいたします。

※螢雪寮は火気厳禁です。備え付け以外の調理器具・暖房機器の使用は禁止です。

【所 在 地 】 韮 崎 市 神 山 町 鍋 山1880 番 地 １

【お車でお越しの場合】

中央 自動 車道「韮崎」ICから約４ｋｍ（約10 分）

［駐車場］乗用車80 台 ／ 大型バス３台

【公共交通機関をご利用の場合】

■ バスを 利用

JR 中央本線 「韮崎」駅 から

市民 バス「上円 井上」 行き （約10 分）

「韮崎大村美術館前」下車徒歩 ２分

■タクシ ーを 利用

JR 中央本線 「韮崎」駅から2.8km （約 ５分）

一一一 一… …

・ バス時刻 表

行 韮崎駅⇒ 韮崎大村美術館前
き11 :21　14:15 16:20

帰 韮崎大村美術館前４ 韮崎駅
リ12:25 15:20 17:20

【施設利用・管理運営について】韮崎大村美術館

【登録有形文化財

【お 試 しﾉ

韮 崎 大 村 美 術 館　S0551-23-7775

【受 付 時 間 】10 : 00 ～17 : 00

※休館日：水曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

■利 用予 約はお 電話ま たは美 術館窓口 で受付け てお りま す。

・ 利 用の当日は、美術館受付で利用申 込書のご 記入と利 用料金のお支払いを

お願いい たします｡ 申込書は当館Ｈ Ｐよリ ダウンロ ードができ ますので、

事前にご 記入頂き 、 当日ご 提出頂くことも可能です。

・ 利用 前に設備等の見学をご希望の方は、お 電話でお問い 合わせください 。

■騒 音など近隣 への迷 惑行 為や利用施 設等の損傷 する恐れがある 場合は、

直ちに利 用を中 止さ せていただきま す。

お 試 し ハ ウ ス( 土 蔵 ２ 階) 利 用 申 込 に つ い て

韮崎市役所 総合政策課地域戦略担当　Z10551-22-1111( 内線358)

韮崎市移住・定住相談窓口　S0551-30 ４321

容0551-23-7775

腎課 :ｲﾋＪに関すること】韮崎市役所　教育課文化財担当

Xウスについて】 韮崎市役所

昔0551-22-111

総合政策課地域戦略担当

-』----------･---------------------------

１ （ 内 線269 ）

容0551-22-1111 （内線358
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